
𝑛 ：データ数 
𝑥  ：平均 

𝑠 ：標準偏差（ 𝑛-1で割る） 

𝑇 =
𝑀𝑎𝑥−𝑥 

𝑠
     𝑇 =

𝑥 −𝑀𝑖𝑛

𝑠
      

t分布表より以下の閾値を求める 
ｔ（n-2、2α/n）＝𝑡0 

 𝑇 > 𝑆0 のとき外れ値 

－3  －2 －1   0   1   2   3    

𝑡0 

ｔ分布 

自由度：𝑛 − 1 

有意水準0.05の 

棄却域 

Ｔ＞ 𝑡0 （棄却） 

P値<0.05（棄却） 

𝑆0 = 𝑛 − 1
𝑡0

2

𝑛(𝑛 − 2) + 𝑛𝑡0
2 

有意水準αのとき 

t分布表の時は以下の閾値を求める 
ｔ（n-1、α/2）＝𝑡0 

スミルノフ・グラブス検定 



月収[万円] 統計量T 月収[万円] 統計量T
20 -0.74 20 -1.47
23 -0.55 23 -0.83
24 -0.49 24 -0.61
25 -0.42 25 -0.40
26 -0.36 26 -0.19
27 -0.30 27 0.02
30 -0.11 30 0.66
32 0.02 32 1.09
35 0.21 35 1.72
75 2.73

n 10 n 9
平均 31.7 平均 26.9

標準偏差ｓ 15.8 標準偏差ｓ 4.70
α 0.05 α 0.05

t0 3.36 t0 3.42

S0 2.18 S0 2.11

→削除 

2.73＞2.18なので外れ値 1.72＜2.11なので外れ値でない 

Excelでの実行例 

スミルノフ・グラブス検定 

=TINV(確率、自由度） 

=STDEV.S( ： ） 



外れ値の検定（Minitab） 

①データ入力 

②統計→基本統計→外れ値検定 

③月収を選択→オプション 

④Grubbs→有意水準→最小または最大・・ →OK 



⑤グラフ クリック→OK ⑥結果 クリック→OK ⑦ウィンドウ クリック 


